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ダイナミックサイバーレジリエンシー
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連絡先

サイバーレジリエンシー・クイックアセスメントの詳細については、以下までお問い合わせください。

日本タタ・コンサルタンシー・サービシズ株式会社

E-mail: JP.CandSI@tcs.com

タタコンサルタンシーサービシズ（TCS）について

タタコンサルタンシーサービシズ（TCS）は、世界中の大手企業における変革の道のりを55年以上にわたり

支援している、ITサービス、コンサルティングおよびビジネスソリューション企業です。コンサルティングを基

盤とし、コグニティブ技術を活用した、ビジネス、テクノロジー、エンジニアリングのサービスやソリューショ

ンを総合的に展開しています。これらをTCS独自のソフトウェア開発基準である「ロケーションインディペン

デント・アジャイル ・デリバリーモデル（Location Independent Agile™ delivery model）」を通じ、地理的な

制約にとらわれることなく提供しています。

TCSは、世界最大規模の多国籍複合企業体であるタタ・グループの一員で、最高水準のトレーニングを受け

た61万4,000人を超える人材を擁し、世界55カ国で事業を展開しています。2023年3月31日を末日とする会

計年度の売上高は279億米ドルで、インドナショナル証券取引所とボンベイ証券取引所にも上場していま

す。また、気候変動に対する積極的な取り組みや表彰を受けた地域活動を世界中で展開しており、MSCIグ

ローバル・サステナビリティ・インデックスやFTS4Eグッド・エマージング・インデックスをはじめ、主要なサス

テナビリティ指数の構成銘柄に名を連ねています。TCSの詳細は、www.tcs.com をご覧ください。

https://www.tcs.com/jp-ja/insights/independent-agile-fp3-18de
https://www.tcs.com/jp-ja/insights/independent-agile-fp3-18de
https://www.tata.com/
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近年「サイバーセキュリティ対策」の重要性が叫ばれていますが、残念ながら、
侵害発生後の対策や人・組織・戦略の重要性は認識されていません。
また、ほとんどの企業において、迅速な回復、再発防止によって
ビジネスのダウンタイムを最小限に抑えるための恒久的な対策が実施されていません。
このような現状を打開し、同時多発的なサイバー脅威に立ち向かうためには、
戦略的かつダイナミックなサイバーレジリエンシー（対応力＋回復力）の実装が急務です。

お客様にとって重要な資産、知識になることがゴールであり、グローバルの知見に基づいたリスクの可視化だけでなく、現状
評価と再設計、そして診断・分析結果の経営活動へのフィードバックも徹底的に行います。また、セキュリティ戦略・ロードマッ
プ策定、クラウドサイバーリスク評価、SoC・CSIRT成熟度診断、攻撃シミュレーション、侵害調査などをあわせて実施すること
で、より実践的に、人、プロセス、技術のレジリエンスを短期間で強化、拡張できます。

ダイナミックサイバーレジリエンシーの実装に向けた
成熟度、リスクの可視化、グランドデザイン/ロードマップ策定

当該サービスの提供範囲 セキュリティ戦略・ロードマップ策定※

侵害発生後の対策が不足しています

クライアント：グローバル食品製造企業

■ サイバーセキュリティ対策における典型的な課題 ■ 日本タタ・コンサルタンシー・サービシズのアプローチ

■ TCSの実績

サイバーレジリエンシー戦略、ロードマップ策定、設計と実装。

OT 環境を含む全社横断的なリスクアセスメント、
工場における詳細なリスク評価の実施。

IT/OTサイバーセキュリティレジリエンシープログラムおよび
プラクティスのデザイン、開発、実装、最適化の支援。

現状調査 成熟度可視化
ゴール策定

グランド
デザイン策定

ロードマップ
策定

要件定義

実装

導入

運用

改善

■ サービスの特徴

Dynamic Cyber
Resilience

Process

Technology People

レジリエンシー成熟度を可視化、定量化す
ることで、専門的な知識がなくてもセキュリ
ティ対策の現状と未来、またケイパビリティ
を客観的に評価できます。

レジリエンシーの成熟度を評価

ITグランドデザインに留まらず、当社の強みで
あるプロジェクトマネジメント、技術選定・評
価、導入から運用、マネージドサービス（MSS）
まで一気通貫したサービスを提供します。

エンドツーエンド

当社のワールドワイドでの豊富な実績を活
用し、ベストプラクティス、世界共通のフ
レームワークを用いた、貴社に最適なグラ
ンドデザインの策定に繋げます。

グローバルベストプラクティス

テーブルトップエクササイズやデザインシ
ンキングを用い、コラボレーションしながら
取り組むべきテーマと方法論を設定、デザ
インできます（別サービス）。

ワークショップの活用

実 現したい姿●　サイバーセキュリティの重要性は理解できるが

　　何から着手したら良いか不明。

●　セキュリティスタンダードに沿って技術は導入したが、

　　効果があるか不安。

●　資産、脆弱性、リスクが可視化されておらず、

　　定量的に把握できていない。 

●　サイバーセキュリティに精通した人材がおらず、対策が進まない。

●　第三者に技術選定から運用まで任せており、

　　社内に知見や教訓が蓄積できていない。

リスクの定量化
効果的な対策

防御・検知
対応・回復

※別途オプションとしてご利用いただけます。

エンドツーエンドのサイバーレジリエンシー高度化施策の提供
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